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＜連絡事項＞

・特記事項なし

＜ベッドコントロール＞

・澤口　直美様～東A　9号室→東　C　5号室へ移動。

・水越　直一郎様～東C　4号室→南病棟　D　260号室移棟。

・根地戸　恵様～西病棟A　29号室→東A　9号室へ移動。

＜隔離入室患者様・身体拘束実施患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～終日隔離継続中。対面時の粗暴行為見られないが、小声での独語継続して聞かれている。引き続き、精神症状の観察を行い、対面時の粗暴行為に注意しながら日課介入を行っていく。
・工藤　綾子様～時間隔離継続中(隔離時間:17：00～翌8：00)。私物要求あるがしつこさはなく、また、妄想言動なく経過している。引き続き、精神症状の観察を行い、開放中の他者トラブルに注意しながら看護介入行っていく。
＜要注目患者様ケース検討＞
・伏葉　富男様～体温36.7℃～37.5℃で経過。体熱感や喘鳴もなく経過観察している。

　　　　　　　　左臀部から大転子にかけての褥瘡及び両踵部の水疱のうち右踵部は改善傾向となっている。

・澤口　直美様～介助にて朝食1/4、昼食1/5摂取するも摂取状態不良さ続いている。立位困難でふらつきあり車椅子対応となる。転倒に注意しながら精神症状の観察行っていく。

・野田　敏治様～昼食後より下肢の脱力みられ車椅子対応となっている。バイタルサインは異常なし。転倒に注意しながら精神症状の観察行っていく。

・宮古　克弘様～背部に湿疹あり、オイラックスHクリーム1本処方となっている。

＜安ヶ平Dr診察＞

・野田　利治様～依然として不眠は継続しているが、経過観察となっている。両踵部のかさつきあり、ウリモックスクリーム1本処方となっている。

・和田　昌様～咳や喀痰等の感冒症状訴えられ、本日より昼よりPL顆粒3日分処方となる。

・河原木　泰志様～血圧高めで推移しており健康管理の為、週1回の体重測定（日曜日）の指示あり。

・佐々木　悦子様～両上肢のデルモゾールG軟膏処置は中止となっている。

＜田名部Dr診察＞

・小笠原　久年様～小声での独語続いているが、表情の硬さや興奮ない為再度Bユニットへの移動を検討していく。臨時薬変更なく5日分処方となっている。以後定期薬となる。

・安達　貴浩様～本人よりOT再開の希望あるため、OT導入を検討していく。

　　　　　　　　鼻汁の訴え続いている為、臨時薬で小青竜湯　3P　3×ndEで4日分処方となる。

・工藤　綾子様～臨時薬変更なく7日分処方となる。

　　　　　　　　「ご飯無理して食べているから、エンシュアが欲しい」との希望あり、

　　　　　　　　エンシュアリキッド　3P　3×ndEで7日分処方となる。

・丹内　栄子様～脱衣行為や不潔行為頻回に見られている為、リスペリドン4mmg追加、

　　　　　　　　ルーラン48mmg→24mmg減薬で処方となる。

・吉島　知寿子様～臨時薬変更なく7日分処方となる。

・高橋　伸治様～臨時薬変更なく7日分処方となる。

・千葉　光広様～左精巣の疼痛訴えあり、レボフロキサシン（500）1T　1×夕で4日分処方となる。

・松村　いずみ様～来週からプログラムの導入予定となる。夫様が心配とのことで携帯電話の自己管理を希望しているため、食事や睡眠に支障がないようであれば自己管理許可となっている。

＜症例検討会＞

患者様氏名：松村　いずみ様　（41歳）

主　病　名：アルコール依存症

身体合併症：肝硬変　食道静脈瘤

入院年月日：平成28年4月12日

入院形態　：任意入院

＜経過＞

初飲は20歳。H24.11.29食道動脈瘤破裂にて八戸市立市民病院へ救急搬送され救命されるが、その後も断酒できず、吐血、肝性尿性の診断で消化器科へ9回の入院歴がある。断酒目的にてH28.2.1白山台メンタルクリニックを初診。断酒、入院治療目的にて当院初診となった。アルコールプログラムの説明、病棟見学の際涙を浮かべることもあったが入院治療を希望。H28.4.12　13：00　東Dユニットへ任意入院となる。　

＜今後の方針＞

・アミノレバンは詰所で服用すること。

・携帯電話は使い方を決め、スタッフが統一した対応をする。

・血小板が少ないく、青痣ができやすくなっている為転倒に注意していく。

・黄疸は継続している。

